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文化

特産 品

鞍手町って？
鞍手町は、福岡市と北九州市の両政令市の中心部のほぼ真ん中にある、福岡県北部の町です。

北は遠賀町と中間市、東は遠賀川を隔てて北九州市八幡西区に接し、

南は直方市と宮若市が六ヶ岳系の稜線を境とし、西に西山山系を介して宮若市と宗像市に連なっています。

福岡市、北九州市へは鞍手 IC から高速道利用で 30～40 分程度で到着でき、都会に近い利便性と緑豊かな

田舎暮らしを併せ持った ”トカイナカ ”です。住みよさと利便性を兼ね備えたまちづくりに取り組んでいます。

ぶどうの栽培が盛んで、町内には多くのぶどう園が点在し、収穫の最盛期を迎える夏季には、

採れたてぶどうを直売する露店が軒を連ねます。

また、町内には、重要文化財や史跡などの歴史的価値のあるスポットが点在しています。

まちづくり

自
然
豊
か
な
鞍
手
町
で
も
た
く

さ
ん
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ま
お
う
の
特
徴
の
一
つ
は
粒

の
大
き
さ
。
味
も
糖
度
が
高
く
て

と
っ
て
も
ジ
ュ
ー
シ
ー
。

味
が
濃
い
の
が
自
慢
で
す
。

独
自
に
配
合
し
た
栄
養
価
た
っ

ぷ
り
の
飼
料
を
親
ど
り
に
与
え

る
こ
と
で
、
栄
養
満
点
の
味
宝

卵
が
産
ま
れ
ま
す
。

味
宝
卵
は
、
生
後
1
2
0
〜

5
0
0
日
頃
ま
で
の
、
若
く
て

元
気
な
親
ど
り
か
ら
の
み
卵
を

採
取
し
て
い
ま
す
。

鞍
手
町
の
ぶ
ど
う
栽
培
は
、

石
炭
の
時
代
が
終
焉
を
迎
え
た

昭
和
30
年
代
に
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
は
西
日
本
最
古
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
鞍
手
ぶ
ど
う
」
と
名
付
け
ら
れ
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
食
さ
れ
て

い
ま
す
。

栽
培
さ
れ
て
い
る
の
は
、

福
岡
県
限
定
生
産
の

「
と
よ
み
つ
ひ
め
」
。

果
肉
が
厚
く
て
と
ろ
っ
と
し

た
食
感
が
特
徴
で
す
。

あ
ま
お
う

い
ち
じ
く

鞍
手
ぶ
ど
う

た
ま
ご

江
戸
時
代
の
国
学
者
で
「
太
宰

管
内
志
」
を
著
し
た
伊
藤
常
足

の
功
績
を
し
の
ぶ
た
め
、
平
成

2
年
、
木
造
ワ
ラ
葺
き
平
屋
建

て
の
旧
宅
を
復
元
。
建
築
後

2
0
0
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
家
屋
か
ら
は
、
江
戸
時
代
末

期
の
建
築
様
式
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

【
所
在
地
…
古
門
1
2
5
6
】

（
い
と
う
つ
ね
た
り
き
ゅ
う
た
く
）

伊
藤
常
足
旧
宅

毎
年
８
月
14
日
の
夜
に
行
わ
れ

る
盆
行
事
。
永
谷
地
区
の

人
々
が
上
組
と
下
組
に
分
か
れ
、

真
教
寺
山
門
前
で
藤
か
ず
ら
を

結
び
付
け
た
大
綱
を
勇
壮
に
引

き
合
う
。
綱
引
き
の
後
は
、
住

職
を
中
心
と
し
た
数
珠
繰
り
が

地
区
を
廻
っ
て
歩
く
。
近
年
、

子
ど
も
綱
も
盛
ん
に
な
り
確
か

な
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

鞍
手
町
指
定
文
化
財
。

永
谷
万
年
願

盆
綱
引
き

(

な
が
た
に
ま
ん
ね
ん
が
ん

 

ぼ
ん
つ
な
ひ
き

)

鞍
手
地
域
で
継
承
さ
れ
て
い
る

唯
一
の
舞
神
楽
。
静
か
で
、
か

つ
、
優
雅
な
舞
が
美
し
い
採
物

神
楽
（
と
り
も
の
か
ぐ
ら
）
と

演
劇
的
要
素
の
少
な
い
古
風
な

面
神
楽
（
め
ん
か
ぐ
ら
）
に
特

徴
が
あ
る
。
現
在
は
神
職
と
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
、

毎
年
春
に
六
嶽
（
む
つ
が
た
け
）

神
社
、
秋
に
十
六
（
じ
ゅ
う
ろ

く
）
神
社
で
奉
納
さ
れ
る
。
鞍

手
町
指
定
文
化
財

（
む
つ
だ
け
か
ぐ
ら
）

六
嶽
神
楽

8
月
〜
10
月

12
月
上
旬
〜
6
月
上
旬
頃

7
月
中
旬
〜
9
月
下
旬
頃

10
世
紀
作
の
仏
像
。
頭
部
か
ら
蓮
の
台
座

ま
で
一
本
の
ク
ス
か
ら
掘
り
出
さ
れ
て
い

る
。
仏
像
の
背
面
に
は
舟
形
光
背
と
呼
ば

れ
る
板
の
飾
り
が
あ
り
、
表
面
に
は
炎
の

文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
長
谷
の
観
音
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
国
指
定
重
要
文
化
財
。

【
所
在
地
…
長
谷
5
4
6-

2
（
長
谷
寺
）
】

八
剣
神
社
で
５
年

ご
と
に
行
わ
れ
る

遷
宮
神
幸
祭
の

行
列
の
中
で
、

山
ヶ
崎
地
区
が

代
々
伝
承
し
て

い
る
雅
楽
で
す
。

木
造
十
一
面
観
音
立
像

山
ヶ
崎
道
中
楽

（
も
く
ぞ
う
じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん
り
つ
ぞ
う
）

（
や
ま
が
さ
き
ど
う
ち
ゅ
う
が
く
）

5 4

住
み
よ
さ
と
便
利
さ
を
実
感
で
き
る

コ
ン
パ
ク
ト
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

一 般的な立地 適正化 計画のイメージ

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
く
中
で
、
医
療
・
福
祉
・
商
業
施
設
や

住
宅
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
立
地
す
る
な
ど
の
暮
ら
し
や
す
さ
、
公
共
交
通
の
使
い

や
す
さ
な
ど
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
考
え

方
の
も
と
、
鞍
手
町
の
将
来
へ
の
対
応
を
考
え
て
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。

居 住 誘 導 区 域
・一定の人口密度を維持するエリアを
　設定し、良好な居住環境を形成します
・公共交通の近くに居住を誘導します

地 域 公 共 交 通
・拠点間を結ぶ鉄道、
　バスなどの公共交通を確保します

都 市 機 能 誘 導 区 域
・医療、福祉、商業などの生活に必要な
　施設の立地を誘導するエリア ( 拠点 ) を設定し、
　快適な市街地を形成します
・歩いて暮らせる環境を整備します




















